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爾1本ごやら―とは定着馨

年
内
に
も
初
の
公
募
開
始

米
連
邦
議
会
が
先
週
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
ネ
バ
ダ
州
に
建
設

す
る
こ
と
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た
。
日
本
は
建
設
地
選
定
に
や
っ
と
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
だ
。
年
内
に
調
査
地
区

の
公
募
が
始
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
段
階
で
、
欧
米
よ
り
１０
～
２０
年
遅
れ
て
い
る
。

（服
部
尚
、
上
田
俊
英
）

一欧
米
諸
国
で
は
７０
～
８０
年

代
か
ら
地
下
に
埋
め
る
最
終

処
分
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
日
本
で
具
体
的
に
動
き

出
し
た
の
は
、
最
終
処
分
に

関
す
る
法
律
が
成
立
し
た
∞

年
か
ら
だ
。
　

　

一　
　
．

「米
国
に
限
ら
ず
、
処
分

場
計
画
の
前
進
は
あ
り
が
た

い
。
先
行
す
る
国
の
情
報
は

参
考
に
な
る
」
。
処
分
事
業

を
担
う
た
め
に
電
力
会
社
な

ど
が
設
立
し
た
非
営
利
法
人

一
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機

・構
」
の
久
芳
道
義

・
立
地
広

報
部
長
は
そ
う
話
す
。

し
か
し
ヽ
日
本
が
遅
れ
を

取
り
一戻
す
の
は
容
易
で
は
な

い
。
建
設
地
決
定
ま
で
に
３

段
階
あ
り
、
段
階
を
追
っ
て

対
象
を
絞
り
込
ん
で
い
く
。

①
概
要
調
査
地
区
で
文
献
調

査
な
ど
を
基
に
適
地
を
調
べ

る
②
精
密
調
査
地
区
で
ボ
ー

リ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
地
質
調

査
を
す
る
③
建
設
候
補
地
で

地
下
構
造
を
詳
細
に
調
べ
、

適
否
を
最
終
判
断
す
る
。

現
在
、
概
要
調
査
地
区
選

び
に
向
け
、
国
の
原
子
力
安

全
委
員
会
が
火
山
や
断
層
と

い
っ
た
障
害
と
な
り
う
る
環

境
条
件
の
指
針
作
り
を
進
め

て
い
る
。
１８
日
に
ま
と
ま
る

予
定
。
同
機
構
は
こ
れ
を
受

け
ヽ
年
内
に
も
全
国
の
市
町

村
を
対
象
に
公
募
す
る
。

原
子
力
施
設
の
立
地
で
は

初
の
公
募
だ
。
経
済
産
業
省

の
幹
部
は

「事
業
者
や
国
が

先
に
候
補
地
を
選
ぶ
と
、
地

元
に
抵
抗
感
が
生
じ
る
」
と

そ
の
理
由
を
説
明
す
る
。

が
、
い
ず
れ
も
数
百
年
単
位
で
動
い
　

′、
。
２

，
，
キ

と
は
い
え
、
応
募
す
る
自

治
体
は
あ
る
の
か
。
政
府
の

計
画
で
は
、
０７
年
ご
ろ
ま
で

に
概
要
調
査
地
区
、
２０
年
代

半
ば
に
建
設
地
を
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
原

発
や
核
燃
料
関
連
施
設
の
あ

る
地
域
で
は
、
誘
致
反
対
の

声
も
上
が
っ
て
い
る
。

米
国
以
外
で
は
、
フ
イ
ン

ラ
ン
ド
国
会
が
昨
年

‐５
月
、

エ
ウ
ラ
ヨ
キ
を
建
設
地
と
す

る
政
府
決
定
を
承
認
し
た
。

建
設
地
が
決
ま
っ
て
い
る
の

は
こ
の
２
カ
国
だ
け
だ
。

ス
ウ

エ
ー
デ
ン
で
は
７２

年
、
処
分
事
業
を
担
う
会
社

が
電
力
業
界
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。
３０
年
経
て
や
っ
と

二
つ
の
候
補
地
に
絞
り
込
ま

れ
た
。
同
じ
年
、
ス
イ
ス
政

府
も
電
力
会
社
と
と
も
に
放

射
性
廃
棄
物
管
理
協
同
組
合

を
設
立
し
た
が
、
ま
だ

「国

際
処
分
場
」
の
可
能
性
も
合

め
た
調
査
段
階
。
一

日
本
と
同
様
ヽ
韓
国
と
台

湾
も
遅
れ
て
い
る
。
韓
国
は

処
分
の
基
本
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
な
い
。
台
湾
は
、
高

レ
ベ
ル
よ
り
扱
い
や
す
い
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処

分
場
さ
え
足
り
ず
↑
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国

（北
朝

鮮
）
に
運
ぶ
契
約
を
９７
年
に

結
ん
だ
が
い
国
際
的
な
批
判

を
受
け
て
凍
結
状
態
だ
。

地
域
の
将
来
像
作
リ
カ
ギ

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
分
に

は
二
つ
の
形
態
が
あ
る
。
使

用
済
み
核
燃
料
を
そ
の
ま
ま

捨
て
る
直
接
処
分
と
、
再
処

理
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取

り
出
し
た
後
、
廃
液
な
ど
を

ガ
ラ
ス
で
固
め
た
固
化
体
に

し
て
処
分
す
る
方
法
。

米
国
や
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
は

直
接
処
分
。
経
済
的
に
見
合

わ
な
い
な
ど
の
理
由
で
再
処

理
か
ら
撤
退
す
る
国
が
相
次

ぎ
、
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
は
９０

年
代
に
直
接
処
分
を
選
択
肢

に
加
え
た
。

日
本
は
使
用
済
み
燃
料
を

す
べ
て
再
処
理
し
、
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
再
利
用
す
る
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
路
線
を
堅
持
。

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
、
法
律

で
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
限
っ
て

い
る
。

経
済
協
力
開
発
機
構

・
原

子
力
機
関
は
９５
年
、
最
終
処

分
の
倫
理
的
な
理
念
に
つ
い

て
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

「世
代
間
の
公
平
」
の
理
念

を
打
ち
出
し
、

「原
発
の
後

始
末
は
恩
恵
を
受
け
た
世
代

の
責
任
で
」
と
い
う
原
則
が

世
界
の
流
れ
に
な
っ
た
。

こ
の
理
念
か
ら
、
後
世
に

選
択
肢
を
残
す
と
い
う
考
え

方
も
派
生
し
た
。
ス
イ
ス
や

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
い
っ
た
ん

地
下
深
く
に
埋
め
た
廃
棄
物

を
、
将
来
取
り
出
す
こ
と
も

研
究
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
３
０
０
眉
よ

り
深
い
地
下
に
埋
め
る
予
定

の
固
化
体
が
２０
年
ご
ろ
に
は

計
約
４
万
本

（１
本
約
５
０

０

ロキグ
ラ
ム
）
に
達
す
る
見

込
み
だ
。
処
分
費
用
は
推
定

約
３
兆
円
。
取
り
出
す
こ
と

は
想
定
し
て
い
な
い
。

経
産
省
内
に
は

「処
分
場

建
設
は
土
木
事
業
だ
け
で
も

膨
大
な
経
済
効
果
が
あ
る
」

と
、
立
地
を
楽
観
す
る
声
も

あ
る
。
し
か
し
、
９０
年
代
半

ば
以
降

‐‐
、
原
子
力
施
設
の
事

故
が
相
次
ぎ
ヽ
原
子
力
へ
の

信
頼
が
失
堕
し
て
お
り
い
従

来
型
の
地
域
振
興
で
は
立
地
．

は
難
し
い
ず
・
・

日
本
原
子
力
産
業
会
議
の

森
一
久

・
副
会
長
は

「フ
ラ

ン
ス
で
は
地
元
に
処
分
場
関

連
の
ベ
ン
チ
ヤ
ー
企
業
を
つ

く
っ
た
例
も
あ
る
。
地
域
が

将
来
像
を
描
け
る
よ
う
に
、

恒
常
的
な
発
展
と
結
び
つ
ぐ

方
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
す
。
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